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1研 究主題設定の理由

「よ りよ く生きる力を育てる道徳指導の創造 一自己へ の問 いかけを深 める評価 の工夫」

21世 紀 にな り、ます ます混迷す る現代社会では、価値観が多様化 し生きることが大変Hし く

な ってきた。 また子どもたちを取 り巻 く社会の現状 にも厳 しいものが ある。社会 全体や他入の

ことを考えな いで、個 人の利益や 金銭な どの物質的な価値 を優先 した り、社会をよ りよ くして

い こうとす る努力を軽視 した りする傾向な どが ある。そのよ うな社会のなかで子 どもたちは、

自らの生き方を見失いが ちであ る。豊かな時代だが、生きる ことの難 しさが実感 され る。まさ

に今 、大人 も子 どもも、人間が いかに生きるべきか、人 としての生き方が根底か ら問われてい

る時代 である。

中学生の時期は、一般的に 自らの人 生の生き方 についての関心が高 くな り、 自分 の入生をよ

りよ く生きたいとい う願 いをもっている。 この生徒のよ りよく生 きたいという願 いを、家庭 ・

学校 ・地域社会 はしっか りと受け止め育てていかなけれ ばな らな い。生きる希望 をもっていな

が ら、生 き方が見えないで悩む生徒の現実 を踏 まえて、一入一 人、どの生徒 にも生きる方向性

を見いだ し、自ら人生をた くましく切 り開いていく能力を育てて いく必要があると考えられ る。

それ は、 「生きる力」の基本 的な考 え方の1っ であ る 「自分の 生き方 を自分 自身の判断 によ

って見 いだ していく能力」 を育てる ことでもある。 自分 自身の判断 力を磨いて いくためには自

己 を見つめ直 し、自己を振 り返 りなが ら考 えを深 めて いくことが大切だ と思われる。

そ こで、第1、2分 科会 とも生徒の実態 をとらえなが ら、生徒個 々の人間 としての生き方の

自覚 を目指す指導過程を構築 した。第1分 科会で は、自分を否定 しないで、あ りのままの 自分

を受 け入れ 「自己を見つめる」 ことを中心 とし、内容項 目1-(5)「 向上心 ・個性の伸長」を

と りあげ、 「自己への問 いか け」を深 めるためのよ り効果的な発問の精選を考えた。第2分 科

会 で は、内容項 目4-(3)「 公徳心及び社会連帯の 自覚」 をと りあ げ、祉会の一一員 としての自

分 を見つめ直 し、「社会 と自分」の関連か ら 「自己への問 いかけ」を深めてい く指導を考えた。

また両分科会共 に、評価の 工夫 として、「振 り返 りシー ト」を活用 した。 この シー トの 目的

は2つ ある。1つ は生徒自身が 、「他の生徒のC1%1:」 「教師の言葉」 「読み物資料」等か ら受 け

た自分 の心の変化を記述 する ことによ り、自己の心 の変容を評価す ることである。 これは生徒

の自己評価であ り、 自己の心の変容 のきっかけを意識 し、 また客観的 にとらえることで メタ認

知能 力を高めていくことになる と考 えた。 もう1っ は、 シー トの内容 を基 に、教師 自身が授 業i

を振 り返 り、指導過程や 生徒の変容 を見直 し、授 業改善に生かす ことである。

生徒の実態 、道徳的価値の実現 に対す る意識の傾向を把握 し、継続 的に生徒一人一人の心の

変化 の様子 をとらえ、絶えず評価 して指導に生か していくことが、生徒 自らの道徳的価値の 自

覚 を深める ことにつなが ると考えた。2つ の分科会を通 して、「振 り返 りシー ト」を授業 に取

り入れ 、評価の工夫をすることによ って生徒の 「自己への問いか け」 を深めて いく研究 を進 め

た。
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ll研 究 の構 想

〈 生 き る 力〉

・自ら考 え判断す る力

・豊かな 人間性

・健康 、体 力

・自 らの 人 生 を 力強 く生 きて い く力

・人 間 と して よ りよ く生 きて い く力

〈 生 徒 の 実 態 〉

・人間関係の希薄化

・自己中心的な行 動

・「よ りよ く生きた い」 「よ りよい社会 を築

きたい」 という願い

↓

・生徒個 々の人間 としての生 き方 の 自覚 を

は ぐくむ指導の重要性

〈研 究 主題 〉

よりよ く生 きる力を育てる道徳指導の創造

一自己への問いか けを深め る評価 の工夫 一

〈研究仮説〉

〈第1分 科会〉

自己への問 いかけを深め られ るような評価

の 工夫 を し、 あ りのままの 自分を前向きに考

え られるよ うになれば、自らよ りよく生きる

力を育て ることがで きるようになるであろう。

〈第2分 科会〉

社会の一 員 としての 自己 を見つめ、よ り

よい方向 に自己が変容す るよ うな評価の 工

夫を し、自己への問いか けを深めていけば、

公徳 を大 切にす る心や社会 連帯 の意識が 高

められ るであろ う。

〈研究内容〉

〈資料選 定の工夫〉

・生徒の実態調査

・実態 を踏 まえた資料の選定

〈発問の工夫〉

・自己 を見つめ 、振 り返る ことので きる

発問の工夫

・道徳的価 値の核心にせまる発 問

〈指導方法の工夫〉

・ワー クシー トの活用

・デ ィベー ト的な手法等の活用

・話 し合 い活動の導 人

〈評価の工夫〉

(振 り返 りシー トの活用)

・授 業における生徒 の 自己評価 を通 して、

自己の変容を客観的 にとらえさせる。

↓

・道徳的価値の 自覚を深める。

・道徳的実践 力の向上

↓

・観点別による分析

(生 徒の変容 を分析す る。授 業の果 た し

た役割 を分析す る。)
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ui内 容項 目1-(5)「 向 上 心 ・個 性 の 伸長 」 につ い て の 指 導(第1分 科 会)

1主 題設定の理由

咋年9月 のニュー ヨー クでのテ ロ事件に代表されるように、世の中の不安は高ま り、夢や希望

をもちに くい時代になって しまっている。それだけに、子 どもたち一 人一人の心の中に、苦 しい

ときにも投げや りにな らず、前向きに困難 を乗 り越え、たくま しく生き抜 く力が必要である。

中学生の実態 としては、 とか く困難か ら逃げよ うとす る姿が学校生活で も多 く見受 けられ る。

た とえば、クラスでの役割分担 をす るとき、責任の重い役割 を引き受けようとする生徒が見 当た

らな いケースが増えて いる。そのような大変なものを避けようとす る子 どもたちの周 りには、テ

レビやテ レビゲーム、パソコン、携帯電話な どの音や光の強い刺激が満ち溢れている。特に都会

に住 む子どもたちの環境は、自然の優 しさ(風 ・香 り ・音な ど)に 触れる機会が少な く、騒音や

大気汚染の中で人工的な ものに囲まれなが らの毎 日である。めまぐる しい情報化社会の中で、家

庭的な団 らんのひと時 もままな らないのが現実となっている。学校にお いては、新 しい評価観の

中で 、自己評価する場面が増えているが、そのたびに自己否定 した り、妥協 した り、不満 を募 ら

せた りするのではな く、 自己のマイナスをプラスに とらえる柔軟 な思考やた くましさを身につけ

てい くことが今後ますます必要になって くる。

だか らこそ、学校では心 を落ち着けて、じっくりと物事を考える時間と場を与えたい。普段は

時間 に追われ、一方的な見方 しかできなかったことでも、 じっくりと考える ことによって違 う見

方ができるようになるか もしれな い。人間には長所 と短所の両面がある ことが 自然であり、 自分

自身を冷静に見つめることによって、まだ芽を出 していないよい種 を見つけ、さらに理想に向か

って自己実現 しようという明 るく前向きな気持ちで、種か ら大 きな木へ と生長 し続 けるよ うに、

われわれ教師が働きかける ことが必要である。生徒が、現在の自分自身 と真剣に向き合 い、自分

の嫌 な面も含めて一切を受け入れた 上で、自分のよさを見つけ、大切にす るよう教師は導 くこと

が重要である。

そ こで本分科会では、 自己の向上をEl指 して生徒が 自分 自身をじっくりと見つめ、よ りよく変

容す るためには、学校において静かで穏やかな時間が必要であると考え、その視点か ら道徳の授

業を見直す こととした。まず発問を精選することによって、生徒 一人一一人が心 静かに自己の内面

を振 り返 る時間 を確保す るようした。あえて班で話 し合うな どの活動はせず、あくまでも自己と

向き合 う時間を多 くとることに留意 し、現在の自己のよい面に目を向 けさせることによ り、自己

を肯定的にとらえ、自信や誇 りを持たせ るようにした。さらに自ら向Lし ようという意欲 を喚起

したい と考え、以Fの 仮説 に基づいて研究を進める こととした。

仮説

自己への問いかけを深め られるような評価の工夫を し、ありのままの自分 を前向きに考え ら

れるようになれば、自らよ りよく生きる力を育てることができるようになるであろう。

一4一



2研 究 の内容 と方法

(D内 容項 目i-(5)の とらえ方

内容項 目1-(5)は 「自らを振 り返 り自己の向上を図る とともに、個性 を伸ば して充実 した

生き方 を求 めるよ うにす ること」が指導 内容である。 人間は誰で もよ りよ く生きたい と願 って

いると同時 に、 一一人 一人の姿や 形が違 うように、人それぞれ には必ずその人固有のよ さをもっ

て いる。そ こで 、生徒が自己を見つめる場合 には、 自己の欠点や短所のみの追求 に偏る ことな

く、 自己 を肯定的 にとらえ、 自分の優れ ている面の発見 に努め 、明るい気持ちで自己 を理解 さ

せた い。

しか し、 自分のよさは 自分で も分か らないことが多い。周囲の友 だちや教師の指摘 によって

本人の気付かない部分 にっいて考 えさせていく機会 をつく り、お互 い に高め合 う人間関係 をつ

くってい く配慮が大 切である。

今回の学習指導 要領 の改訂で は、内容項 目1-(5)の 冒頭の部分 の 「自らを振 り返 り」が 「自

己を見つめて」 と改まっているが 、これは過去 の自分に終始するのではな く、現実の 自分を し

っか りとと らえ、今後 の生き方 につ いて考えを深めさせて いくことの重要性 をよ り一層強調 し

た もの といえ る。なお、自己 の向上を実 現 して いくため に、 「思慮 ・反省」の態度 の重要性 も

認識 し、 しっか り押さえておきた い。

中学 生にな る と、 自己理解がさ らに深 ま り、 自己の生き方についての関心が 高まって くる。

目標 を 目指 した努 力の過程で、 自分の姿 を自らの基準 に照 らして考 えてみた り、他 人との比較

において とらえた結果、うまくいかない原因を他人に求めた り、人 を憎んだ りしがちな もので

あ る。 またその努力も、人を見返そ うとか、あっと言わせよ うな ど という動機による場合 も多

い。 しか し本 当に人の心を打つ、優れ た!1三き方 とは、自己を見っめ 、無心 に努力す ることの中

にあ る。不安や迷い、困難 と闘いなが ら、素直でひたむ きな心を失 わないことが よ りよ く生き

ることの根底 にある。

中学生の時期は、自分の生き方 につ いて関心が高ま り、

価値 ある人生 を送 ろ うとす る心情 が1','1_えて くる ころで

ある。道徳 教 育は生徒の 「よ りよ く生きた い」 という願

いに応 えるため に果たす役割が あ り、個性の伸長はその

願 いを達成 して いくための最 も根幹の部分を占めて いる。

個 性 を伸長す るため に、教師 は個 に応 じた指導 を積極

的 に展 開 し、 ・人一 人の よさを クロー ズア ップさせて い

く こ とが必要 であ る。なお 、生徒 の発達段階 と関連 して

考 え ると、 この!F期 は自分のよ さに関 して 「気付き」 「発

掘 し」 「伸 ばす」 といった段階であ ると考 え られ る。

そ こで 、生徒相互 の信頼 関係 を基 盤 と し互いに指摘 し

合 い、高 め合 う人間 関係 を作 って い くよ うに指導 しなが

ら充実 した生 き方について の 自覚 を深め 、 自分のよさや

内容項 目1-(5)の と らえ方

よ りよく生きたい
A

前向きに自己を向上させる

T

あ りのままの自分を受け入れる

丁

自己を肯定的にとらえる

丁

自己を見つめる

個性 を見いだ していくことができるよ うにする ことが大 切である。
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(2)生 徒の実態 と指導 のね らい

物 質や情報にあふれた豊かな現代社会の中で、学校 にも教育相談員や心の教室相談員の配置

が された り、文部科学省 が全国 の小中学生に 「心のノー ト」 を配布す るなど、心の不安 を感 じ

る生徒が多いことに対応 した 「心 の教育」の充実が求 め られて いる。

生徒の実態 を把握 し授業に生か していくために、意 識調査 を行った。意識 調査の内容検 討に

当たっては教育相談員 の協力を得なが ら、生徒が理解 しやす い言葉を用 い、答 えやす い設問 に

絞るように した。また、回答 が普通程度 に集 中す ることを避 けるため、あえて中間 になる選択

肢 を置かず、よ り現 代の生徒像が浮かび上が りやすいよ うに した。対象は、都内中学1、2年

生600人 余 りで行 った。

「も っ と知 りた い 自分 の こ と」

1最 近 、自分で 「前よ りもよ くな った」 と

感 じる ことがあるか。

2こ れか ら伸び る(成 長 す る)と 感 じ ら

れ る ものが あるか。

3他 人か らほめ られ た り、 認め られた り

した ことが あるか 。

4自 分 にはや りた い ことが あ るか。

5自 分 には得 意な ことが あ るか 。

6自 分 自身がほめて あ げた い ことが

あ るか 。

7自 分には誰か の役 に立 って い る と感 じ

る ことが あるか 。0

8自 分 をいや になる ことが あ るか 。
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※80%以 上の生徒が肯定的 に感 じている こと

・自分は他 人か らほめ られた り、認め られた りしている。

・将来の自分には期待感があ り、 目標や希望が感 じられ る。

※生徒が あま り肯定的にと らえて いない こと

・自分 自身をほめてあげたい。

・誰かの役に立っていると感 じる。

この結果か ら、ほめ られる回数 は多 くて も自信 にっながっていないほめ方が多い ことが伺 え

る。 また、困っている人を助 けるよ り、.自 分がいやな思いを しないようにという考え方 をす る

生徒 が多いのではな いか とい うことが想起 され る。

以 上のような生徒たちをよ りよ く生きる方向に向けるため に、次 の点 に指導 のね らい置 くこ

とに した。

1点 めは、現状の 自分が、他者に比べ特別 に優れている点がな くても自分 自身を肯定的 に受
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け入れ 、前向 きに努力する姿勢 を大 切にさせることで ある。

2点 めは、他人の価値に振 り回 され ることのない 自分やよ り自分に合 った生 き方を模索 して

い く自分 としての生きる力を育て ることである。

こ こでは、「自己を受 け入れ る。」 と言 う言葉のと らえ方は、 「自分は勉強ができな いか ら仕

方 な い。」な どとあき らめた受 け入れ方で はな いことを明確 にす る ことが大 切で ある。 「自分

はみんなのように頭がよくない し、 どうせ今か らや ってもす ぐにはよ くな らないか ら意味が な

い」 と否定的な 面ばか りに 目を向 けさせ るのではな く、 「私は、早 く走れないけれ ど体育の授

業 には休まず に参加 している。」な ど肯定的な面を認知 させ、 自分の夢 の実現や 自分 自身のよ

りよい生き方 に向かって努 力す る姿勢 をもたせ ることである。そ して、何よ り道徳 の授業で資

料や 友達の意見 を通 して考えてみ た ら、「自分は、人か らお とな しいと思われて いて 、 自分で

ももっ と明るくな らな ければ と思 って いたけれ ど、 この ままの私 だか ら安心 してつきあえると

思って くれ る友達 もいるのだ。」 と前向 きな気持ちを感 じても らうことである。

(3)指 導 と評価 の工夫

ア 資料

「ゴール裏の青春」(中 学生の道徳2年 「かけがえのないきみだか ら」よ り)

サ ッカー部 員である息子のチームが全国大会に出場す るこ とになった。今までサ ッカー

な どに興味のなか った父親 にポジ ションを聞かれ、とっさに 「球拾いさ」 と答えて しまう

息 子0彼 は補 欠選手だ った。 「3年 にな って も球拾 いなんかだ った ら、勉強 に切 り替 えた

らどうだ。」と父親に言われる。「関係ねえよ。」と投 げや りな言葉を残 した息 子。 しか し、

後 日、父親 は息子 の書いた作文で 、息子は補欠の価値 に気 づき、誇 りをもって練習 に励ん

でいる ことを知 る。

資料の選定 に当たっては、生徒 自身が身近に感 じられる題材で あることに最 も重点 を置いた。

特 に、本年度 は、サ ッカー の ワール ドカ ップが 日本で開催 された こともあ り、 「日頃サ ッカー

に親 しみのな い生徒 にも資料 に入 り込 ませやす いのではな いか。」 また、「部活動で レギ ュラ

ー にな る、なれな いの葛藤 は種 目が異な って も自己の問題 として捉 えやす いのではな いか。」

と考え 「ゴー ル裏の青春」を選んだ。

また 、資料 の提示の仕 方 も、 「教師が読む。」「生徒 に読 ませ る。」 「初めに資料全体 を提示す

る。」 「前 半後半 に区切って提 示す る。」 「資料全文を見せ る。」 「一部 を空白に して()内 を

考 えさせる。」などいろいろな方 法で検 証 した。その中で、教師 が最初に資料全体 を朗読 して

聞かせ る方法が様 々な意見を引き出すた めにはよ いと考えた。

イ 授業 における指導の工夫

道徳 の授業では、ひ とつのテーマに沿 って深 く道徳的価値の葛 藤を生徒一・人一人に起 こさせ

る ことが大切である。生徒同士がテーマ に沿 って活発に討論 し、それによって 自己の変容が促

され ることが望ま しい。 しか し、 自分 の意 見を人前で発言す るのは苦手な生徒が多 い。 また指

名 されて も表 面的な回答 をしよ うとす る生徒 も多いのが現状で ある。そ こで、傍 目には、活発

な発言が見 られな くて も、各 自の中で活 発な思考が行われ るよ うな授業となるよ うに、以下の

3点 を工夫 してみた。
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○ 発問

生徒 に身につけさせた い道徳的価値 の核心に迫 らせるためには、この価値につ いて じっくり

考 える時間が十分 に必要だ と考 えた。そ こで、以 下の点 に留意 しなが ら発問を主副の2つ に精

選す ることに した。

【主発 問】

・生徒自身の内面に葛藤 を起 こさせ、様 々な角度か ら議論させることのできる発問

・身近で、 自分 自身の問題 と して とらえさせる ことができる発問

【副発問】

・テーマか らはずれる ことな く、内容項 目を深めることができるようにするための発問

・欠点や短所の追求に偏 らな いよ うにす るための発問

○指導過程

指導の過程では、生徒 自身が道徳的価値 について 自ら問いか けを深めることに重点を置いた。

導入 の時間 もできるだけ短 くし、考え る時間 を確保す ることにっ とめた。確保 した時間で次 の

よ うな活動 を行 った。

・資料か ら道徳 的価 値を読み とる。

・教師の発問 をもとに、資料や 自分 自身の経験を考慮 しなが ら道徳的価値 を深 く考える。

・ワー クシー トに自分を表現す るのに適切な 言葉を探 しなが ら記入す る。

・他の生徒の考えを聞き、 自分 の考 えと比べて相違点 を見つ ける。

・振 り返 りシー トに記入 し、 自己の変容 を確認す る。

○ ワー クシー ト

自分の考えをす ぐ思 い通 りの言葉に して述べ られ る生徒 は少 ない.そ こで、自己 と向き合い、

テーマに沿 って熟考で きるようにするため、指導す る学年や ク ラスの実態 を考慮 しなが らワー

クシー トを活用 した。ワー クシー トの作成 に当たっては記入の しやす さに重点を置いた。

ウ 評価

○机間指導

生徒各自の内面の活動が重視 される この指導法では、各 自が ワークシー トを記入す る時間が

長 くなるのが特徴である。従 って 、内容の確認を し、後 に取 り一ヒげる意見を発掘す るために、

机問指導をていね いに行 うよ うにする。それによ り、様 々な考え方の意見 も認めて 自信を持た

せ、個 々の考えの深 まりをその場で言葉掛けを しなが ら評価す ることに した。

○振 り返 りシー ト

振 り返 りシー トとは、授 業の最後 に生徒全員に配布 し、 自己の変容 が何 によって起きたのか

を確認するワー クシー トである。そのね らいは、その授業 を通 じ自分の考えが どのように変化

したか生徒自身が確認 し、教師がそれ を基 に今後の授業展 開に生かす ことである。

我 々の研究す る内容項 目では、そのような変容は出 にくい こと も考え られるが、 自分の考え

をさ らに確固 とした ものにす る上で、有効であると考える。
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(4)指 導 事例(第2学 年)

ア 主題名 「よ りよ く生き る」 内容項 目1-(5)(向 上心 、個性 の伸長)

イ 資料名 「ゴール裏の青春」(中 学生の道徳2年 「かけがえのないきみだか ら」)

ウ 資料の概 要

サ ッカー部員で ある息子のチームが全国大会に出場す る ことになった。今までサ ッカーな ど

に興味のなか った 父親 にポジ ションを聞かれ、 とっさに 「球拾 いさ」 と答えて しまう息子。彼

は補欠選 手だ った。 「3年 にな って も球拾 いなんかだ った ら、勉強 に切 り替えた らどうだ 。」

と父親 に 言われる。 「関係ね えよ。」 と投 げや りな言葉 を残 した息子。 しか し、後 日、父親 は

息子 の書いた作文で、息子は補欠の価値 に気づき、誇 りを もって練習 に励んでいる ことを知 る。

工 ね らい

あ りのままの 自分を受け入 れ、 自分 にとっての充実 した生き方 を求め、個性 を伸ば して 自分

自身を生かそうとする態度を育てる。

オ 指 導過程

本時

学習活動 と主な発 問 予 想 さ れ る 生 徒 の 反 教師 の動 き 指導上の留意点

応

・自分 の思 い通 りにな ら ・勉 強 した の に、テ ス ト ・ 意 見 を 板rf .]
・で き る だ け 多 く

導 ず 、悔 しい思 いを した例 で よ い点 が取 れ な か っ す る 。 の 生徒 の意 見 を聞

を挙 げ る。 た 。 く 。

入 ・部活 で レギ ュ ラー にな

れ なか った 。

・資 料 を 読 み 、 話 の ・ プ リ ン ト

筋 を整 理 し確 認 す る 。 配 布

・教 師 朗 読

・ 「球 拾 い さ 。」 と 答 ・気 ま ず い 、 照 れ く ・ 黒 板 に 短 ・息 子 と 父 の 気

え た 息 子 の 気 持 ち 、 さ い 、 か っ こ 悪 い 、 冊 を 貼 り 、 持 ち を 整 理 し て

展 「勉 強 に 切 り替 え た 悔 しい 反 応 を 板 書 発 問 の 答 え を 導

ら ど う だ 。」 と い う 父 ・本 人 の た め に な る。 す る 。 き や す く す る 。

の 気持 ち を考 え る 。

【発 問1】(副 発 問) ・ い ま ま で ど お り サ ・ 黒 板 に 短 ・ 自 分 だ っ た ら

自分 が 息 子 だ った ら ッ カ ー を続 け る 。 冊 を 貼 る 。 と考 え る こ と で 、

ど うす る と思 い ま す ・勉 強 に 切 り替 え る 。 ・ 質 問 用 紙 自 由 な 回 答 を 引

か 。 ・試 合 に 出 ら れ る チ 配布 き 出 す 。

ヤ ン ス が あ る と 考 え ・机 問 指導

・質 問 用 紙 に 書 く。 頑 張 る 。

開 ・友 達 の 考 え を 聞 く 。 ・ い ろ い ろ な 考 え が ・ 意 見 を 板 ・ ど の 答 え も 否

1

あ る こ と に 気 付 く。 書 す る 。 定 し な い 。
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・「卜二 番 は お れ の 中 ・補 欠 に は 補 欠 の 役 ・投 げ や り な 態

学 校 時 代 の 勲 章 な の 割 が あ る 。 度 か ら 前 向 き な

だ 。」 と思 う よ う に な ・ 自 分 に や れ る こ と 姿 勢 に 変 化 し た

っ た の は な ぜ か 。 は な ん で も や る 。 こ と に 注 目 さ せ

る 。

・ も し
、 サ ッ カ ー を ・後 悔 す る 。

や め て い た ら ど う だ ・自 分 で 決 め こ と だ

ろ う か 。 か ら納 得 す る。

【発 問2】(主 発 問) ・わ た し は ○ ○ 係 に ・ 黒 板 に 短 ・ 自 分 の 身 の ま

自 分 に も 息 子 の よ な れ ず 、 口 口 係 を や 冊 を 貼 る 。 わ り の 問 題 に 目

展 う な 経 験 は な い か 考 っ て い る と 胸 を 張 っ ・ 息 子 の 場 を 向 る よ う に さ

え て み よ う。 そ れ に て 言 え る 。 な ぜ な ら 合 を 例 と し せ る 。

っいて1ど う す れ ば 誇 口 口 係 は 必 要 だ し 、 て 提 示 す る。

りに思 え る よ うに な 係 の 仕 事 を し っ か り

る か 、 空 欄 に 記 入 し や っ て い る か らだ 。

て み よ う 。

「わ た し は

開 と 胸 を 張 っ て 言 え

る 。 な ぜ な ら

aJ

・友 達 の 考 え を 聞 く。 ・ 指 名 し て ・ ど の 答 え も 否

発 表 さ せ る 。 定 しな い 。

・教 師 の 説 話 を 聞 く
。

・振 り 返 り シ ー ト を ・息 子 の 考 え 方 に 共 ・考 え が 変 わ っ

ま 記 入 す る 。 感 し 、 考 え が 深 ま っ た り深 ま った り

た 。 し た き っ か け と

と ・○ ○ さ ん の 考 え を な っ た 事 は 何 か

聞 き 、 考 え が 変 わ っ 振 り返 らせ る 。

め た 。

・振 り 返 り シ ー ト に ・ プ リ ン ト

書 か れ た 意 見 を紹 介 回 収

す る 。

力 評価の観点

・自分自身 を見つめ直 し、あ りの ままの自分を受け人れ 、前向きに努力 しようという気持 ち

を もてたか。

・振 り返 りシー トで 自分の気持ちの変容 を認識 し、そのきっか けを記入す ることができたか。
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キ 振 り返 りシー トの分析

(検 証授業での振 り返 りシー ト記入例)

授業を受ける前の自分 自分 を変えたあの場面 ・あ 今の 自分
一

の 一言

サ ッカーが好 きだか 級友 の一言(親 の言 う こ 確か に将来 の ことを考 えると、勉強 し

ら続 けれ ばいいと思っ とはのちの人生のためにな な き ゃ い けな いな と思 っ た。

て いた 。 る 。)

自分 はまず 目先の こ 12番 に は12番 の 役割 が 過 ぎてみれ ば、 「あの時は こ うす れ ば

とを考 え て しま う。 あ る。(資 料 の言 葉) 良か った」 と思うか ら、今 の自分はまず

充実 した 日々が送れればいいな と思って

る 。

夢をあき らめな い。 サ ッカー少年の考 え方 私 は今で も夢をあきらめないで いる け

ど、今回のサ ッカー少年の考 えを聞いて

みてさ らにあき らめちゃいけないんだ あ

と思 った 。 人 間や れ ばで き る。

レギュ ラーでな けれ サ ッカー少年の考 え 僕 は野球 をやって いる今 は レギュラー

ば や め た くな る と思 で試合 に出てい るけれ ど試合 に出ていな

う 。 い人で こう思 っている人 もいるんだな思

っ た 。

何 とも言えない。 級友の一言 「高校 に入 ら 何もか もが中途半端。部活に も出ず、

な き ゃ部 活 が で き な いか 勉強も集中できない状態なので今の自分

ら 」 には何 も言 えな い。

サ ッカー を続けると 12番 は12番 ・の役割 があ る 息子 の考 え方がす ごい と思 った。 レギ

思 う 。 か らこそ監督が12番 をく ユ ラーではな いの に、自分の背番号 に誇

れ た の だ し、チ ー ム のみ ん りを もって サ ッカー をや っ て い る と い う

な も12番 を認めて くれるの のがす ごい と思 った。

だ 。

〈振 り返 りシー ト集計結果〉 ※ クラスの人数:25名

1自 己を客観的 に見つめることができたかどうか。(自 己認知がで きた生徒の割合)

価 基 割合

自己認知がで きた生徒 「自分を変えたあの場面 ・あの一言」の記述 をして いる

自己認 知が あ ま りで き 「自分 を変えたあの場面 ・あの一言」の記述はな いが 、

なか った生徒 残 り2っ の記述欄の うち、1つ で も記述 して いる。

自己認 知が で きなか っ

た生徒
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2道 徳的価値の 自覚 がで きたか どうか。(「今の 自分」の記述か ら評価す る。)

評 価 基 準 割合

A 自分の優れた面 を発見 し、 これ を生か して いこうとす る前向 きな記述がある 36

B 自分 を見つ め直す ことの大 切さを理解 して いる記述 がある。 56

C 何も記述 されて いない。 ..

3自 己認知ができた 生徒 とできなか った生徒 にみ られる道徳 的価値の 自覚

道徳的価値の自覚

A B C

1自 己認知がで きた生徒 53% 47 0%

II自 己認知が あまりできなか った生徒 12
.. 0%

皿 自己認知がで きなかった 生徒 0% of 100

ク 考察

振 り返 りシー トの分析か ら、自己の変容のきっか けを客観的 に記述できた生徒ほ ど、授業 の

ね らいとす る道徳 的価値についての 自覚を深め ることがで きた ことがわかった。教材の内容や

周囲の意見 に影響を受 け、 自分を深 く見つめることができる生徒 ほどね らいとする道徳的価 値

につ いて理解 を深める ことができると言える。

今回の授業で は、 自己を見つめるきっかけ となる発問 を精選 し、生徒 自身にじっ くり考え さ

せた。その結果、 自己を向 上させる ことの意義 を理解 させ、前向きで肯定的な意見を引き出せ

た。 また、まとめ としての 「振 り返 りシー ト」の活 用は、自分 の心 の動 きを振 り返るもので

あ り、 自分の考 えの変化や 、深 ま りを とらえ させ るのに有効であ った。

3第1分 科会 のまとめ

本分科会では 「自己への問いか けを深め られるような評価 の工夫をし、あ りのままの 自分 を

前向 きに考えられるよ うになれ ば、自らよ りよ く生きる力を育て ることができるようになる」

のではないか という仮 説の もと、内容項 目1-(5)「 向上心、個性 の伸長」についての研究 を

すすめた。

当分科会では、子 どもたちへの発問 を精選す ること、そ して子 どもた ちの変容を見るための

振 り返 りシー トを活用す ることを中心 として検証授業を行った。

(1)成 果

ア 発問の精選

発問の数を主発問 と副発問の2つ に したことで、生徒 の活動のね らいをより明確 にす る こと

ができた,ワ ー クシー トや振 り返 りシー トの記入がよ り細か く、深い内容 になって いた ことか

ら、普段あ まり活発な議論がない学級や、自分 自身 を深 く掘 り下 げることので きない生徒で も、

発問を絞 り、考 える時間を確 保す ることで、深 く自分を掘 り下 げることができるようになった

と考 え られ る。
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イ ワー クシー トの工夫

ワー クシー トの内容 を指導す る学 年や クラスの実態 に合 うよ う工夫す ることによって、生徒

は、自分の考えをまとめ、言葉に して書き表す ことがで きた。また、 ワー クシー トに記入す る

時間を確保する ことによ り、生徒は じっくり考え、さらに自分 の考 えを深める ことができた。

ウ 振 り返 りシー トの活用

振 り返 りシー トを活用 した ことによ り、生徒が 、授業の後 に自分の内面の変容 とそ のきっか

けを客観的に とらえることができた。授業のね らい とす る道徳 的価値の 自覚 について 自己 への

問いか けを深めるのに有用で あった。また、教師の側か ら考えれば、授業にお ける発問や教材

の選 定が子 どもたちの内面の変容を促すのにどれほど有効であったか を見取 るための判断材料

の一つ として も活用す る ことができた。 この振 り返 りシー トは教師 にとっては授業評価 をす る

ための材料 にもなるのである。

工 生徒 の意見 を生か した指導

振 り返 りシー トの分析 か ら、 いっ も生活 を共に している同級生の授 業にお ける発言は、 自己

への問いか けを深める上で生徒 に大 きな影響を与える ことがわか った。普段周 りの大 人に言わ

れている ことであ って も、学級 内の仲間に言われる と、受 け取 り方も違 ってくる。生徒 のいろ

いろな意見が授業の中で生か され る場面を作る ことは、生徒 の変容を促す 上で、重要である と

言える。また、学級の状態や授 業の雰囲気 によっては、教師が生徒の意見を代読す るといった

工夫も可能で あると考え られ る。

(2)課 題

ア 発問の工夫

精選 した発問をよ り効果的な もの にするために、教師は主発 問と副発問の関係をよ り明確な

ものと しなければな らな い。生徒が主発問にっいて深 く考える ことができるよ うに、副発 問の

ね らいを明 らかにす る必要がある。 主発問に入る前の副発問で話がそれた り、予定 よ り多 くの

時 間を取 られ る ことを可能な限 り回避 しなければな らない。あ くまで も授 業の中心 は主発問 に

ついて じっく り考 える ことである。 主発間を補足 した り、生徒がよ り深 く自分を見つめ るきっ

かけ となる補助的な問いかけや投 げか けが必要な場合 も考え られ る。

イ 振 り返 りシー トの工夫

振 り返 りシー トを利用するにあた っての課題 として、生徒が 自己の変容 を認識 しやす いよ う

に、振 り返 りシー トを工夫す る必要があげ られる。道徳 の授 業を受 けた後で、自分の考 えが大

きく変わ った場合 には、振 り返 りシー トへの記入 は比較 的容 易で あるが、授業を受 けて考 えが

大 きく変わったわ けではないが 、さらに自分の考え方に確信が もてた という場合には、振 り返

りシー トへの記人が生徒に とって難 しい もの になっていた。 自分の考えがさらに 「深 まる」 こ

とも大 切である ことを生徒に理解 させ、自分の変容を認知できるような振 り返 りシー トとなる

よ う今後 一一・層工夫 してい く必要があ る。生徒が自分 自身の変容やその変容のきっか けを 自分で

認知す るのは難 しい。生徒 の状況や取 り扱 う題材 によっては、振 り返 りシー トの形式 を変更す

るといった ことも必要 と考 え られ る。
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1V内 容 項 目4-(3)「 公 徳 心 及 び 社 会 連 帯 の 自覚 」に つ いて の 指 導(第2分 科 会)

1主 題 設定 の理 由

「公徳心」 とは社会生活 の中で守 るべき正しい道 としての公徳 を大切にす る心 である。すべ

ての人間が社会 の中で平和 に暮 らしてい くため には、 一人一人が公徳心を もち、 一定 のきま り

を守 り、社会の秩序が維持 されていなけれ ばな らな い。集団や社会の 一一員 としての 自覚 をもち、

自他共 によ りよ く生きよ うとす る心の育成は、 これか らの社会にお いて ますます必要 とされ る

ものであろう。

人は一人で生きてい くのではな く必ず 他者 とかかわ りをもって生きて いく。社会全体 に 目を

向けると個人の向上 と社会の発展 とが 矛盾 しないよ うな在 り方が求め られてお り、一人一人が

手を取 り合ってよ りよい社会 を築き上げていこうとする連帯感 も不可欠で ある。

しか し、現実は、辺 り構わず廊 下や地 面に座 り込 んで雑談 した りする若者や、場所 を考えず

に携帯電話をか けた り、人前で恥 じる ことな く化粧 した りす るような基本的なマナー も守れな

いような若者が見 られ る。 この ような公徳心 の欠如 は、一人一 人のよ りよく生きる力の育成の

妨げとな るばか りでな く、よ りよい社会の形成の妨 げにもなって いる。また、社会 の連帯意識

というものは、社会 に生きる人間と してお互いに理解 し合った り、共感 した りするものでな け

ればな らず、意識 を深めてい くには一人一人の日々の努力の積 み重ねが必 要であ る。

中学生の時期には、よ りよい社会の在 り方を求めた り、正義を重ん じよ うとす る気持 ちが強

くな って くる反面、身近な生活の中で は、 自己中心 的な行動 をとって しまうことが多い。 とく

に最 近の中学生 をみる と、自分の欲求が満た されなければ気のす まない子が多 くなってきた。

また、社会の仕組みや決 ま りにっいての理解 も深 まって くるが、決ま りに対 しての反発 と一

部 の人が迷惑 して いて も自分 さえ よければ構わな いという傾向が ある。例えば、学校の規則 を

守れない、他のクラスが授業 中にもかかわ らず廊下で 大きな声で友 人と騒 いで しま う、校外で

は道 いっぱいに広が って歩いて 他の 人の通行 に邪魔 にな るな ど、様 々なマナー に欠ける問題や

自己中心的な行動が挙 げられ る。

さ らに規範意識が薄れて しまった ことによ り、非行 などの問題行 動を起 こす傾向 もある。 こ

のよ うな状況は 「公徳心」を もって社会の秩序 と規律 を高めてい くことに欠けて いるように思

われ る。 これか ら先、よ りよい社会を実現するために、一人一人が社会の一員 としてのマナー

や 決 まりをよく理解 し、 「公徳心」 を もって社会の秩序 と規律 を 自ら高めて いこうとす る意欲

を育てる ことが大 切であると考えた。社会の秩序 と規律を高めて いくことができれ ば、積極的

に協力 し合 うという自覚 も深め られるであろう。

以 上のことか ら第2分 科会では 、よ りよく生きる力を育て るために、内容項 目4-(3)「 公

徳心 と社会連帯 の自覚」についての道徳の授業を創造 してい くために以 下の仮説を立てて研究

を進 めることにした。

仮説

社会の一員と しての 自己を見っめ、よ りよい方向に 自己が変容するよ うな評価 の工夫 を し、

自己への問いか けを深めて いけば、公徳を大切にす る心や社会連帯 の意識が高め られ るで あ

ろ う。
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2研 究 の内容 と方法

(1)内 容項 目4-(3)の とらえ方

内容項 目4-(3)は 「公徳心及 び社 会連 帯の 自覚 を高め、 よ りよい社会の実現 に努め る。」

が指導 内容で ある。

公徳心 は社会生活の中で守るべ き正 しい道 として の公徳を大 切にする心である。社会生活に

おいては一人一 人が協力 し合い、よ りよい社会をっ くってい こうとす る連帯意識 と公徳心は欠

かす ことはでき ない。 この社会のすべての人々が 自分 も他人 もよ りよ く生きよ うとしてい くこ

とを自覚 してい くには、一人一人が 自分の属する集 団や社会の意義 を十分 に理解 し、社会 の一

員で あることを 自覚す ることが重要 となって くる。 自他共 によ りよく生きようとす る 自覚が あ

れば、互いに協 力 し合った り励ま し合った りという気持 ちや一人一人が積極的 に協力 して安心

できる社会 をつ くっていこうとす る社会連帯 の自覚 も出て くる。また、社会 の一員 と して社会

生活 を営む上で必要 とされる約束やき まりを重ん じる心や 、自他への配慮 と深 い思 いや りを大

切にす る心 も向上 していく。

この公徳 を大切 にする心 を育てていくためにまず第1の 視点 として、集団や社会の一員であ

るとい う自覚 をもたせたい。社会 というのは会 った こともな い、話 した こともない多 くの人々

か らなる集 団であ り、身近な家庭や学校 という集 団と違 って、この社会 というもの を認識す る

のは難 しい ことでは あるが、中学生に とって社会 の一員として の生き方 を考える ことは不可能

ではない。1固人が社会か らいか に大きな影響 を受 け、また、個人の在 り方がいか に社会 に影響

を及ぼすか という個 人と社会 との関係を理解 させ ることで、社会 の一員 としての 自覚 を深めさ

せて いきたい。

第2の 視点 として、互 いに積極的 に協力 し合お うという意欲 を育てていきた い。それにはま

ず、個人の向上 と社会 の向上 とが相互関係にあることを理解 させることが必要で ある。社会全

体が向 上 してい くためには、お互いに協力 した り、助 け合 った りす ることが必要不可欠であ り、

社会が向上する ことによって個人もまた向上 してい く。 この ことについて は生徒の身近な もの

である学級 を一つの社会 と して考 え、学級 をよ りよ くして いくためにはクラスの一人一人が協

力す ることが大 切であ り、クラスが向上すれ ば個人 も向上 していくことを理解 させて いきた い。

さらに第3の 視点 として、他人への思いや りやマナー を重ん じていく心 を育てていきたい。

社会の一員 として他 人への思いや りやマナーは大 切であるが、なぜそれ らが大切なのか様々な

立場か ら考 えさせる ことと、公共の場でのよ りよい行動 の仕方についての理解 を深め させてい

くことが大 切である と考える。また、公共の場でマナーの悪い 人達 に対 して、その人達 に足 り

ない ものは何か ということを考 えることによって、よ りよ い社 会を築 いていくためには一人一一

人に何が必要なのかを理解 してい くと考 える。 さらに様 々な 人の考え方を知 った り、 自己への

問いか けを深め、 しか もよ りよい方向へ と自分の気 持ちが変化 して いくような発問をす る こと

によって、公徳心 の自覚 とよ りよい社会 の実現 に努 める態度を養っていきたい。

以 上のよ うな3つ の視点か ら公徳を大切にす る心 を育てていき、公徳心及び社会連帯 の 自覚

を深め 、 日常 生活 にお いて場 面に応 じて正 しい行動 を しよ うとする実践 力の意欲 を高めてい く

ことを目標 として 、資料の選定 、評価 の工夫な どの研究 を進 めることにした。
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(2)生 徒 の実態 と指導のね らい

第2分 科会では、生徒の実態 を調査するため に都 内公 立中学校6校 、第1学 年か ら第3学 年

まで約900人 について、公的な場における意識や行動 に関するア ンケー トを実施 した。

公的な場 にお ける意識や行動に関す るア ンケー ト

「あなたは次 のような行動につ いて どう思 いますか。」

1休 み時間な どに廊 下や階段 に座

り込んで友達 と話 をする。

2他 の クラスが まだ学活中や 授業

中な のに廊 下や 階段で大 声 で話

をする。

3学 校 に携帯電 話を持 って きて使

う。

4電 車やバス の中で携帯 電話 をか

ける。

5電 車の中で床に座 る。

6電 車やバ スの中で何 か食べ る。

7電 車やバスの中でお化粧 をす る。

8道 路 に紙 くずを捨てる。

9公 園や 空き地、道路な どに空き

缶 を捨 てる。

10道 路や駅 でつ ば を吐 いた りす

る。

ll電 車 のrl二1で高齢 者や ケ ガ を し

ている人な どに席 を譲 らな い。

12車 内な どで大声で話す。

建5

1011讃一
一__ユqΩ%
口しては ならないし、自分でもしない 。

回本 人の 自由だ と思 うけれ ど、自分 ではしない。

ロしては いけないと思 うが 、自分でもすることが ある0

ロ本 人 の 自由 、自分でもする。

このア ンケー トの結果 をみる と、半数以 ヒの生徒は このよ うな行動はよくない ことだ と分か

って いるようだが、 「廊 下や階段 に座 って話 をした り、電車 の中で床 に座 った ことがあ る。」

というような生徒 がいる。また、道路や 車内で大声で話す生徒 も多か った。携帯電話 に関 して

は、学校 に持 ってきた り、電車や バ スの中で携帯電話を使 用 した生徒 も20%以 上いた。 この結

果か ら、 このような生徒 に公徳心 や社 会連帯の大切 さに気づか せ、道徳的実践力を高めてい く

ことが課題 とな っている。

また、「高校生がやって いるか ら自分 もまね してみよ う」、「友達 と 一緒だ と恥ずか しくない」、

「自分たちが 良けれ ばい いんだ」、 とい う自己中心的な 中学生 を最近 多く見かける。 ただ 、中

学生の時期は このよ うな行動はよ くないと思 う心が十分 にあ り、よ りよい社会 を築いて生 きた

い という気持ちも十分 にある。そ こで第2分 科会で は、公共の場での迷惑な行動 を取 り上 げた
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資料 を用 いて、マナーや正 しい行動につ いて考えることと、さ らに今 までの自分 の行動を振 り

返 り 「今 までの 自分は正 しか ったのか。」 「間違 って いたな らば これ か らの 自分は どう した ら

よいのか。」 と、 自己への問いかけを深める ことによって道徳的 な実践力 を高めてい くことを

指導 のね らいと した。

(3)指 導 と評価 の工夫

ア 資料の選定

第2分 科会4-(3)「 公徳心及び社会連帯 の自覚 」 について研究 するに当たっては、次 の こ

とを重視 して資料 の選定を行った。

・最近の世の中の現状 にあっていて 、 しかも生徒 にとって身近 に感 じる ことのできる資料

・一方的な考 え方に偏 らず、賛否両論が もて、話 し合いが しやす い資料

・公徳心 を持っ ことの大切さを理解 し、実践につなげる ことができ る資料

以上の観点 にか ら選んだ資料 『パ ブリック?プ ライベー ト?』 は、以下のような内容であ

る。

ある 日、電 車内で一緒 になった 「わた し」 とALTの モー リス先生は＼数人の高校生が床

に座って話 し込 んで いた り、化粧や飲食 をしていた り、CDを 聞いている現場を 目撃する。

周囲の人 も迷惑 な表情 をして いるが、誰も注意 しようとは しない。モー リス先生は 「わた し」

に、 自分の国では こんな光景はみ られな いこと、又、周囲 に迷惑 をか けないこと、マナー と

い うことを話 して聞かせ る。モー リス先生の話か ら、 「わた し」 は公共の場でのマナー を理

解 し、自 らを省みる。

このよ うな場面は、生徒にとって まさに身近 な光景である。生徒の中にも、見た りす るだけ

で はな く、実 際 に同 じよ うな行動をとって いた子もいるで あろう。だか らこそそれぞれの立場

の考 え方や意 見が出やす く、話 し合いができ、深め られるのではな いか と思われる。又、多 く

の意 見を聞 くこ とで、 「どの考えが適 切であ るか」 「自分は どうであろ うか」 な どと自 らの考

えを深める ことは大事な ことである。 とか く自分の考えだけで物事 を判断 して しま いがちな 中

学 生にとって、周 りの考えを知 ることは、自らを省み正 しい行為 を導 くきっか けになるであろ

う。

以上の点か ら、rパ ブ リック?プ ライベー ト?』 は 「公徳心 及び社会連帯 の 自覚 」を育む き

っか けとなるのに適 した資料である と考 える。

イ 導入の工夫

「公徳心」 について考えさせる時 に気 をつけたいのは、最初か ら結果を明示す るのではな く

様 々な状況を想定 して考え させ ることである。結果のわかって いるよ うな内容 に対 して、生徒

た ちはやや もする と模範的な考え しか出さない。大人へ の対抗心 に芽生える時期の生徒た ちは 、

内容 に対 して、 しらけて、引いて しま うことも考 え られ る。

そ こで授業への興味関心を高めるため に、導 入において以 下のよ うな工夫を試みた。

・事前 に身近な行為 について(車 内での携帯電 話の使用や ゴミのポイ捨てな ど)ア ンケー トを

と り、結果 を見せ る。

・事前 に資料にある場面につ いて、大 人に感想を聞き、その感想 を発表 して、 どんな場面で あ
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るかを想像 させる。 肯定 に近いような感想 も紹介で きるように配慮す る。

・「パ ブ リック」 「プ ライベー ト」 の意味 を確認 し、公共 の場 とは どんな ところか をイ メージ

させる。

ウ 展開の工夫

○授業形態 の工夫

・段階 をおって 自分の考えを書 き込んでいくワー クシー トを活用する。

みんなの前で意 見を言 う前に、まず は自分 はどう思 うか、 どうするかということをしっか

り考え、書 くことで まとめて いく必要がある。た とえ発表がで きな くても書 く場面を与える

ことで、授業に参加 し自己を振 り返る ことがで きる。

・デ ィベー ト的な手法 を取 り入れ、賛成反対に別れて、お互 いの考えを発表する。

自分 と同じ考 えの1中間がいることは、発表す る上で心 強い ものである。 また 自分とは違 う

考えを知 ることは視野 を広げるため にも大切な ことである。

・班 内の話 し合 い活動 を行 う。

デ ィベー ト的な手法は、学級の雰囲気 によって は難 しい こともある。そ のような時は小さ

な集 団の方が意見が 出やすい ということを考 えて 、生活班による話 し合い活動を行 う。

○ 発問の工夫

生徒た ちが偏 った考えだけにな らないように配慮す る。 「この行為 は悪 い」 とい う批判的な

見方 はせず、 「なぜその ような行為 をす るのか」 「や って いる 人の気持ちは どうで あろうか」

とい うように、心情 について も考 えさせる。

心情 について考え させ る際の発問で気 を付 けたいのは、順 をおって 自分の考 えが持て、その

考 えが よ りよい方向 に変化でき るよ うに導 ける発問にす ることである。例えば、「あなたはこ

の行為 を どう思 うか。」 「も しもこの場 にいた らどう思 うか。」「あなた以外 の人は どんな こと

を感 じているだろうか。」「この行為 を否定す る人 がいた とした ら、 どんな考 えがあるか らだ

ろうか 。」 「公の場で、行為 をよ く思 わない人がいた場合、そ の行 為は して もいい ことだろ う

か。 また、心が けなけれ ばな らな いことは どんな ことだ ろ うか。jな どのよ うに、自分の考 え

に固執 しないように考えの幅 を広 げさせることが 重要である。 また、その際 には教師の体験談

な ども含めると考えが深 くなると思われる。

工 振 り返 りシー トの活用

従来の ワー クシー トの ような使 い方ではな く、授 業の まとめ時に使用する。1時 間の授業を

振 り返 り、 自分の考えの変容 を見つめ、客観的に 自己を とらえ させるものである。振 り返 りシ

ー トを使 うことによって、期待 できる点は2点 ある。1つ はL記 にもあるよ うに、 自己への問

いかけ を深めることができることである。 もう1つ は、授業が生徒たちに与えた影響 を客観的

に分析で き、教師 の指導の改善 につな げることがで きることで ある。

(4)指 導事例(第1学 年〉

ア 主題名 「公徳心の 自覚 を高め、よ りよい社会の実現に努 める」(内 容項 目4-(3))

イ 資料 名 「パブ リック?プ ライベー ト?」

ウ 資料の概要
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ある 日、電車内で一緒 になった 「わた し」 とALTの モー リス先生 は、数人の高校生が床に

座 って話 し込んで いた り、化粧や飲食を して いたり、CDを 聞いて いる現場を 目撃する。周囲

の人 も迷惑な表情 をして いるが、誰 も注意 しよ うとはしない。モー リス先生は 「わた し」 に、

自分 の国では こんな光景はみ られない こと、又、周囲に迷惑 をか けな いこと、マナー とい うこ

とを話 して聞かせ る。モー リス先生の話か ら、曽わた し」は公共 の場で のマナー を理解 し、自

らを省みる。

工 ね らい

公徳心の 自覚 を高め、よ りよい社会の実現 に努める態度 を養 う。

オ 指導過程

指導の過程 と主な発問 学習活動と予想される生徒の反応 指導上の留意点

導 ○公共の場とはどんな O電 車 ○ 関心 をもたせ る。

入 場所があ るか。 ○公園

○学校

○資料 を配布 し、教師

が資料 を朗読す る。

○資料の高校生たちは ○携帯電話をか けている。 ○高校生たちの行動や気

何 を して い る と こ ろ ○化粧 をしている。 持 ちを確認 させ る。

か 。 ○ 床 に座 っ て い る。

○あなた は、電 車の中 ○電車の中で床に座る ○今までの自分の行動を

で どのようにして過 ご ○携帯電話 をか ける。 振 り返 り、 自分を見つめ

して い るか 。 ○ ジ ュー ス を飲 む。 させ る。

展 ○本 を読む。 ○生徒が自由に意見を言

えるように発問を工夫す

る 。

○ もし自分がそ の場に ワー ク シー トに記入 す る。 ○公的な場と私的な場の

いてその高校 生たちを ○床 に座 るの は他の人に とって じ 行為を区別しなければな

見た らどのよ うな気持 や まだ 。 らな い こ と を考 え させ

ち に な る だ ろ うか 。 ○携帯電話は迷惑だ。 る 。

開 【発問1】 ○ 大 声で 話 を して い る と うる さ ○公的な場では、 自分 が

い 。 良いと思 っていて も他 人

に迷惑 をかけて しまうこ

とが あ る 。

○ このよ うな高校 生た ワー ク シー トに記入 す る。 ○ よ りよい社会 を築 いて

ちに足 りないものは何 ○他 人に対す る思いや り い くた め には 、 一 人 一人

だ ろ う。 【発 問2】 ○マナー が他人に対 しての思 いや

(班で話 し合 い発表) りをもっことが大 事であ

る 。

○ あ らか じめ集計 して 振 り返 り シー トに記 入 す るc・ ○ 自分の考え方が変わ っ
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終 おいた アンケー トを配 ○今までは自分勝手な行動が多か た 生徒 、 また 、 さ らに 自

布 す る 。 った が 、 これ か らは他 人 の こと も 分の考 え方が深まった生

○その結果 を利用 し今 考えて行動 しよう。 徒にそれぞれ発表 させ

末 までの 自分を見つめる ○社会 にはきまりやマナーが必要 る 。

と同時 にこれか らの 自 であ ると再認識 した。 ○公共の場での今 までの

分はどうあるべ きかを 行動 とこれか らの行動を

よ く考 え て させ る。 考 え させ る。

力 評価の観点

・公 的な場における意識や行 動に対す る自分の考 えをもつ ことがで きたか
。

・社会の一員として、よ りよい方向 に自分の気持 ちが変化 したか。

・自己への問 いかけを深める ことで 、より良い社会 をつ くる一 員 としての 自覚 と公徳心の大切

さに気付 くことがで きたか。

キ 振 り返 りシー トの分析

(検証授業での振 り返 りシー ト記入例)

授業を受ける前の自分 自分を変 えたあの場面 今の自分

・あ の 一 言

電車のなかでは少し 「客観的 に自分を見 電車の中でさわ いだ り、ジュースを飲

う る さ く した り、 コー る」 とい う2班 の意 見 んだ りする ことはいけない ことだ し、恥

ラを飲んで しまった こ ずか しいと思 わな ければいけな い。 自分

と もあ った 。 の行動が他の人にどう思われて いるか を

感 じな ければいけないと思 う。

私は、週 に5回 電 車 Aく んの 「次の駅で 私 は携帯電話 を使 うことが当た り前に

に乗っている。母が心 降 りた くな る 。」 とい なって いて 、いつの間にか電車の中で も

配 をして電 話を してき
,

_」舌つ
口 使って いた。誰かに見 られていたのかな

たので、電車の中だっ と思 うと 、恥 ず か しい。 これ か らは 、 断

た けど話をして いた。 るよ うに した い。

公共の場では、周 り 高校生 に足 りな いも 今まで以 ヒに、周 りの人が困っている

の人への思 いや りをも のは 「自分の空間 と公 時 は 、 自分 か ら進 ん で 、 困 って い る人 を

ち、迷惑 にな らないよ 共の場 との区別 をつけ 助 けたい。 自分のそばにゴミが落ちて い

うに心が けていた0 る 力」 と い う1班 の意 た ら、拾って ゴミ箱 に捨 てた い。公共の

見 場 で の ル ー ル を守 って い き た い。

公園の水飲み場で 、 モ ー リス先 生 の 「恥 これ か らは 、周 りの 人 の こと も考 えて 、

い たず らを した り、 人 ずか しいと思わないの マナー を守れる人間 にな りたい し、マナ

の迷惑 を顧みず、駅 の です か?」 ということ 一を守 って いない人を注意できる人 にな

中 を走 り回って人 に迷 ば り た い 。

惑 をかけて しまった。

電 車 や バ ス の 中 で 高校 生に足 りないも 自分は常識のつ もりで、やって いて も

は 、 マ ナー を守 って い のは 「自分の空間 と公 周 りの人た ちにとって は、 とて も迷惑に
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た け ど、 とき どきポ ィ 共の場 との区別をつけ な って いる ん だ とい う ことを考 え なが

捨てや 、道路な どにガ る 力」 とい う1班 の意 ら、 これ か ら は、 場 所 をわ き まえ て

ム をはいた りして しま 見 行 動 した い。

った こ とが あ る。

〈振 り返 りシー ト集計結果〉 ※ク ラスの人数:34名

1自 己 を客観的 に見つめる ことがで きたか どうか。(自 己認知がで きた生徒 の割合)

評 価 基 準 割合

1 自己認知ができた生徒 「自分を変えたあの場面 ・あの一言」の記述 をしている 79

皿 自己認 知 があ ま りで き

なか った生徒

「自 分 を変 え た あの場 面 ・あ の一 言 」 の 記 述 はな いが 、

残 り2つ の 記述 欄 の うち 、1つ で も記 述 して い る。

21

皿 自己 認知ができなかっ

た生徒

何 も記述 していない。 of

2道 徳 的価値の 自覚ができたか どうか。(「今の自分」の記述 か ら評価す る。)

評 価 基 準 割合

A 公徳 を大事 に しよ うとし、人に迷惑 をか けないようにす る とい う記述がある。 76

B 社会 生活 の中で、守 るべききま りがある ことを理解 している記述が ある。 210

C 何も記述 されていない。 3%

3自 己認知がで きた生徒 とできなか った生徒にみ られ る道徳的価値の 自覚

道徳的価値の自覚

A B C

1自 己認知がで きた生徒 8] 19 00

皿 自己認知があま りできなか った生徒 57 29 14

皿 自己認知ができなかった生徒 0% of of
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4自 己 の変 容 を促す 「き っか け」 とな った ものは 何か 。

読み物資料 40 みんなの意見 36

授業 全体 を通 して 9% 無回答 15%

ク 考察

振 り返 りシー トの分析か ら、生徒 は読み もの資料や友達の意見か ら、大きな影響を受けて い

ることがわかった。また、 自己認知が できて いる生徒の方が道徳的価値 についての 自覚を深 め

てお り、自己を客観的に見つめ、自己へ の問 いかけを深 めることが、公徳を大切にす る心 を育

てる ことにつなが ると考え られ る。

今回の授業で は、中心発問を 「資料 の中の高校生に足 りない ものは何か」 とし、自分の考 え

をワー クシー トに記入 した後、班 の中で意見を発表 し合った。そ の後、班長が班で出された意

見 を発表 した ことによ り、 さらにた くさんの意見 を聞 くことができた。その結果、多くの生徒

が友達 の意見に影響を受 け、 自己へ の問いかけを深めるきっかけ となった。

また、資料の選定にっ いては、社会 の現状 にあった身近な資料を使用 し、生徒がその資料 の

話の中に、入 りやすいような補助発 問を工夫 し、中心発問へ とつなげることができた。

今後は、このような生徒の心を動かす発問 をさらに工夫 しなが ら、そ の発問に対する生徒の

意 見 を聞 くことでさらに自己への問いかけを深めるきっかけとしたい。

3第2分 科会のまとめ

第2分 科会では研究主題 である 「よ りよく生きる力を育て る道徳指導の創造」についての指導

を展 開するにあた り、内容項 目4-(3)「 公徳心 と社会連帯の 自覚」 についての研究を進めるこ

とに した。

まず生徒の実態 と意識調査 をするために 「公的な場における意識や行動に関す るアンケー ト」

を実施 した。これ によると車内での携帯電話やゴミのポイ捨てなど広 く世間で規範意識を促して

いる内容についてはよくないことと意識 して いる生徒が多いが、電車内での飲食や座 り込む こと

に対 しては、全 く意識 していない生徒が多か った。そ こで こうした規範意識の薄い部分を題材 に

自己への問いかけを深める研究 を進めることにした。

まず集団や社会の一員であるとい う意識を生み出す きっかけとして、一人一人の考え方を記述

した ワー クシー トをもとに、他者の考 え方を知 ることが出来る場面を持った。その形式は、学年

によ りデ ィベー トに近いものや、グループでの話 し合いな ど工夫を加えた。 これ により他者の考

え方や感情 を自然な形で学び取ることができ、あらゆる公共の場での思 いや りの気持 ちを考える

きっかけをっ くる ことができた。

また、振 り返 りシー トにより 「変容のきっかけ」になった言葉や発問を生徒 自身が明確 に意識

できた と同時 に、社会の 一員として 「自己への問いか け」を深める ことが、道徳的実践 力につな
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が った といえる。つまり、公徳心 を大切にす る心が生み出された と考え られる。

(D成 果

ア 生徒の実態調査の活用

あ らか じめ生徒の道徳性 に関す るアンケー トを実施 し、分析をすることで生徒の実態や考 え方

を知 ることができ、題材 を設定する上で身近で考えやす く、意見の出 しやすい場面を作 り出す こ

とができた。

イ 指導方法の工夫

同 じ教材を扱 う場合でも、学年や クラスの実態にあわせ、デ ィベー トやグループ討論な どさま

ざまな指導方法 を導入 した。、同世代の意見を聞くことで、自分 とは違 う考え方や 自分では考え

つかないような感 じ方もあることに気付 くことができ、 自己への問いか けを深めるうえで大きな

効果があった。

ウ 振 り返 りシー トの活用

授 業の前後での 「自己の変容」 を問う振 り返 りシー トの活用は、生徒 自身の道徳的実践力につ

ながるきっか けとなり、公徳心や社会連帯 の意識が高め られ ることがわかった。また、生徒それ

ぞれの変容のきっかけを分析 してきた ことで、次の授業改善への貴重な資料 となった。

(2)課 題

ア 授業展開の工夫

話 し合い形式の授業 を展開す る場合 には、2時 間扱 いではな く1時 間の中に凝縮 して実施す

るほ うが効果的であるため、授業展開の工夫が必要である。

イ 資料の選定

常 に時代や社会の流れを意識 しなが ら生徒の興 味 ・関心に適 した資料 を選定す ることが生き

生きした授業 を作る大きな鍵 となる。

ウ 振 り返 りシー トの授業時間内における活用の工夫

「自己の変容」を問う振 り返 りシー トを授 業の中で扱 うことについては、5、6分 の時間 を

要す るため、通常の授業の組み立て方では、授業の時間が不足する場合が多い。授業の組み 立

ての工夫が必 要であ り、さらに検討する必要がある。

工 振 り返 りシー トの授業改善への生か し方

振 りかえ りシー トの結果を基に して発問を再検討 した り、指導過程 を見直 した りするな ど、

授業改善のために具体的にこれ をどう生か していくか を考 える必要がある。
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Vま とめ と今 後 の課 題

1ま とめ

本研究では、 「よ りよく生 きる力 を育て る道徳指導の創造 一自己への問いか けを深める評価

の工夫」を研究 主題 とし研究 を進めた。主題に迫 るために2っ の分科会 に分かれ 、異なる方 向

か ら研究 を進 めて きた。第1分 科会では、主 に発 問を精選 する ことによって生徒が自己 と向き

合い、現在の 自己のよい面に 目を向 け、自信や誇 りをもてるような指導につ いて研究 した。第

2分 科会では主にグルー プでの話 し合 いか ら他者の意 見や気持 ちを知る ことで、 自分 自身を も

う一度見直 し、 自分の考 えを深めてい く指導 について研究 した。

また、両分科会が研究 を進めてい く中で 、研究 主題 に対応 した評価の方法として、 自己への

問いか けを深めるための振 り返 りシー トを用 いる ことに した。今年度の研究 の成果は以下の と

お りである。

(D自 己への問いかけを深める発問の工夫 と精選

生徒 自身の内面に葛藤を起 こさせ、様々な角度か ら議論 させ ることので きる発問や、身近な

題材 を通 して 、自分 自身の問題 として と らえ させ る発問は、自己 を見つめ、考えをよ り深めて

いくとともに、道徳的実践力を高めて いくことにつながる ことが分かった。 また、発問を精選

す ることによ り、生徒 に十分考 える時間 を与える ことで、生徒が自己への問いか けを深める こ

とにつながった。

(2)生 徒 の変容 を促す指導方法の工夫

他の生徒 の意見によって 自分の考 えが変容 した り深 まった りすることが、授業後 の振 り返 り

シー トによって明確 になった。 この ことか ら、他 者の考 え方を知る場面を設定するなどの指導

方法の工夫 は、生徒の考 えを変容 させ る ことに有効であることが分か った。また、指導す る学

年や クラスの実態に応 じてワー クシー トの様式や内容を工夫 した ことは、生徒が 自分の考 えを

まとめ ることを容 易にし、授業 に対する主体的な取 り組みや 自分の考え を深めることにつなが

った。

(3)振 り返 りシー トの活用による評価の工夫

振 り返 りシー トの活用によ り、とか くあいまいにな りがちで あった道徳 の授業 における評価

や授業内容 の改善の手がか りが得 られた。心の変容の過程やそ のきっかけとなった言葉 を具体

的に振 り返 らせる ことによ り、 自己への問 いかけを深め させ ることができた。また、ね らい と

する道 徳的価値 を生徒にどの くらい 自覚 させ、深め させ ることがで きたのか を振 り返 りシー ト

の分析 か ら把握する ことによ って、道徳 の時間の指導 について 評価する ことができた。

2今 後の課題

(1)生 徒の実態 を把握 し、内容項 目に応 じた発問の精選 をさらに進 めてい くこと。

(2)生 徒の意 見を相互 に交流 させ るよ うな指導方法や授業展開をさ らに工夫す ること。

(3)振 り返 りシー トの内容や 形式 を工夫 し、生徒が よ り記入 しやす いものに改善 していくこと。

(4)振 り返 りシー トを評価 に生かすための評価規準等 を内容項 目に沿 って設定す ること。
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